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Hajime Acupuncture Clinic NEWS

認知症と鍼治療～予防と治療～
一鍼灸院

　　　　　　　　　　縁活カフェに参加しました
11月 15 日に医師会主催の多職種連携「縁活カフェ」に参加しました。
医師、看護師、理学療法士、介護事業者、民生委員、行政スタッフなど、名張市
のこれからの医療・介護に携わる人たちが 100 名程集まり、救急医療について・
看取りについて・在宅医療についてなどなど議論しあう貴重な時間となりました。

現在の医療、介護の現場では職種間のコミュニケーションが少なく、利用者・患
者さんに対して、他の業種の方がどのような関わり方をして
いるかを知るのが困難な状態です。こうした場で、様々　
な職種が、顔を合わせ意見を交換し、連携して行く事が
大切な事です。
　これからも機会があればこういった集まりに参加し、
他の職種との連携を強め、よりよい医療、介護の環境を
作っていきたいと思います。
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﹁
周
辺
﹂
と
し
て
起
こ
る
症
状
で
、

妄
想
を
抱
い
た
り
、
幻
覚
を
見
た
り
、

暴
力
を
ふ
る
っ
た
り
、
徘
徊
し
た
り

す
る
と
い
っ
た
精
神
症
状
が
現
れ
ま

す
。
同
時
に
、
う
つ
や
不
安
感
、
無

気
力
と
い
っ
た
感
情
障
害
が
起
こ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
周
辺
症
状
は
そ

の
人
の
性
格
や
環
境
、
人
間
関
係
な

ど
が
絡
み
合
っ
て
起
き
る
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
症
状
は
人
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
、
ま
た
接
す
る
人
や
日
時

に
よ
っ
て
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
周
辺
症
状
は
認
知

症
を
有
す
る
方
の
80
％
に
み
ら
れ
ま

す
。

　
　
擦
過
鍼
に
よ
る
認
知
症
予
防

当
院
で
は
、
認
知
症
予
防
や
、
周
辺

症
状
緩
和
を
目
的
と
し
た
治
療
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
刺
さ
な
い
で
さ

す
る
鍼
﹁
擦
過
鍼
﹂
を
使
用
し
、
１

回
10
分
程
度
、
手
足
や
背
中
、
頭
な

ど
を
気
持
ち
の
良
い
刺
激
で
さ
す
り

ま
す
。
皮
膚
を
摩
擦
す
る
こ
と
で
、

脳
内
の
血
流
を
増
加
さ
せ
、
自
律
神

経
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
、
神
経
伝

達
物
質
で
あ
る
﹁
ド
ー
パ
ミ
ン
﹂
と

い
う
物
質
の
分
泌
を
増
や
し
ま
す
。

ド
ー
パ
ミ
ン
は
、
運
動
機
能
や
認
知

機
能
に
作
用
す
る
た
め
、
そ
の
増
加

は
認
知
症
の
予
防
や
周
辺
症
状
の
緩

和
に
繋
が
り
ま
す
。

　

擦
過
鍼
は
、
も
と
も
と
、
夜
泣
き

や
ぐ
ず
り
、
便
秘
な
ど
、
小
児
に
対
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ず
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な
ど
、
小
児
に
対

　

認
知
症
は
脳
が
何
ら
か
の
原
因
で

障
害
さ
れ
、
様
々
な
症
状
が
起
き
ま

す
。
年
齢
を
経
る
こ
と
に
よ
る
﹁
物

忘
れ
﹂
と
は
違
い
、
症
状
が
進
む
に

つ
れ
て
日
常
生
活
に
も
支
障
を
き
た

す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、
認
知
症
の

割
合
は
15
％
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、

軽
度
認
知
症
を
含
め
る
と
4
人
に
1

人
が
認
知
症
と
そ
の
予
備
軍
と
な
る

計
算
で
す
。

       

中
核
症
状
と
周
辺
症
状

　

認
知
症
の
症
状
に
は
、
中
核
症
状

と
、
周
辺
症
状
が
あ
り
ま
す
。

　

中
核
症
状
は
、
脳
の
細
胞
が
死
ん

で
し
ま
う
事
に
よ
っ
て
起
こ
る
症
状

で
す
。
そ
の
代
表
は
記
憶
障
害
で
、

直
前
に
起
き
た
こ
と
は
忘
れ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
過
去
の
古
い
記
憶
は
よ

く
残
る
の
が
特
徴
で
す
。
し
か
し
、

症
状
の
進
行
と
共
に
、
そ
の
記
憶
も

失
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
筋
道
を
立
て
た
思
考
が
で
き

な
く
な
る
判
断
力
の
低
下
、
時
間
や

場
所
、
名
前
な
ど
が
分
か
ら
な
く
な

る
見
当
識
障
害
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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▲擦過鍼で用いる道具

親子の触れあい・スキンタッチ健康法
・参加費：500 円
・持ち物：金属スプーン・歯ブラシ
・足や背中を出しやすい服装でお越しください。

関西発祥の小児鍼は、昔から夜泣き・虚弱・アトピーなどに効果が
あり、子供の健やかな成長を支える方法として受け継がれています。
「はり」といっても、刺すのではなく、皮膚を撫でたり、さすったり、
とても気持ちの良い刺激で、子供の自律神経を整え、情緒を安定さ
せます。
0歳から 10歳のお子様におすすめです。

1 月 26日（月）
 13:30～15:00
1 月 26日（月）
 13:30～15:00

小児鍼小児鍼

開催場所：土の香ハラペコあおむし
　　　　　名張市上小波田 1810-6

申し込み：一鍼灸院 ( 定員に達し次第締め切ります）
　　　　　0595-44-6776 まで


